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1. はじめに

関西電力病院は大阪市福島区に位置し，病床数
400床，30診療科を有する関西電力株式会社の企業
立病院である（Fig.1）。

当院では2025年3月，一般撮影装置の更新に伴い，
島津製作所社製RADspeed Pro SR5を一般撮影室4
室中2室に導入した。本稿では，本装置の特長であ
るカメラ機能を中心に，導入後の運用方法と臨床で
の実際について，約半年間の使用経験に基づいて報
告する。

2. 装置概要とカメラ機能の特長

RADspeed Pro SR5は，一般撮影業務における操
作性と効率性を追求した装置である。オートポジ
ショニング機能，ワイヤレスタイプのリモコンおよ
びハンドスイッチ（Fig.2，Fig.3），管球の操作性を
高める管球下部のハンドグリップ（Fig.4）やオート
アシスト機能などを備え，スムーズな位置決めと直
感的な操作を実現している。
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要　旨

当院では2025年3月に一般撮影装置RADspeed Pro SR5を導入し，特長であるコリメータ内蔵カメラを活用した撮影フロー

を構築した。本機能によりAECセンサー位置・照射野・FPDサイズ・体位のズレをX線照射前に客観的に確認でき，再撮影の減

少やX線露出の安定化に寄与した。さらに撮影構図を共有できるため教育面でも有用であった。カメラ機能は一般撮影の安全性

向上，標準化，技術習得を支援する有効な機能と考えられた。

Fig.1  �当院概観

Fig.2  �ワイヤレスハンドス
イッチ

Fig.3  �ワイヤレスリモコン
	 �当院では頻度の高いポ

ジションをプリセット
登録している



17No.98 (2026)

さらに本装置の大きな特長として，コリメータに
内蔵された光学カメラが挙げられる。このカメラ映
像は管球下方からの映像であり，X線管懸垂器の操
作部モニタと操作室側にある高電圧発生器の画面の
両方でリアルタイムに表示される。また，映像内
では患者像に受像器側のAEC（自動露出機構）セン
サー位置，照射野範囲，使用FPDサイズをオーバー
レイとして同時に表示できる（Fig.5）。これにより，
撮影技師は管球側からの客観的な視点で撮影の構図
全体を確認することが可能である。さらに「体動検
出モード」を起動することにより，ポジショニング
完了後から撮影までの間の患者の体動を検出するこ
とが可能になり，体動を検出すると警告音と共に
メッセージがモニタに表示される（Fig.6）。この機
能により，撮影前の体動把握が可能となった。

3. 導入前の課題

従来の一般撮影装置では，照射野確認に関しては
照射野ランプによる光照射野の確認と体表面などの
目視確認が主な方法であった。しかし，患者の体型
や衣服，撮影室の照明環境などによっては照射野範
囲が不明瞭な場合もあり，撮影後の画像が予定して
いた構図と異なる画像になることがしばしば発生し
ていた。特にAECを使用する撮影の場合，センサー
の位置把握は技師の経験に依存することが多く，ポ
ジショニングが完了した状態では正確に位置を確認
することが困難な場合もある。結果として，位置が
ズレていたためX線の過露出や露出不足（アンダー
露出）の要因になりやすい。

照射野と使用FPDサイズの整合性確認について
も，適切に設定したつもりでも実際には一致してお

Fig.4  �管球下部のハンドグリップ

Fig.5  �照射野領域，使用FPD領域，AECセンサー位置を
同時に表示した状態

Fig.6  �体動検出モード
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